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 事例普遍化小委員会では、複数大学におけるラーニングコモンズの設置事例や、学習

支援の事例等を収集し、ラーニングコモンズの設置目的や運営の普遍的な側面について、

大学図書館間で共通理解が可能かどうか検討して参りました。 

 添付した資料１、２は、その検討を踏まえて、ラーニングコモンズの普遍的な在り方

について提案を行うものです。 

ラーニングコモンズは各大学の教育環境や学生の実際のニーズに合わせて目的を設定

し、個性的に運営するものです。一方で、ラーニングコモンズが学生支援の在り方を規

定する大きな要素になりつつある現在、その目的や手段等について大きな枠組みを共有

することは今後の大学図書館のサービスの方向性を考える場合、避けては通れない課題

とも考えられます。この提案はそうした課題に対する１つの検討結果です。 

この提案をご覧頂き、各大学でのご経験等も踏まえて、自由なご意見やご質問を頂け

るようお願い致します。なお、頂いたご意見については、シンポジウムの場所で簡単に

ご紹介すると共に、本特別委員会の報告書に掲載予定の最終的な提案に出来る限り反映

する予定です。 

 

資料１は、ラーニングコモンズの在り方について共通理解のために提案を行うもので

す。資料２は、この提案に基づき、実践的なツールとして使えるチェックリストです。 

 

資料１ ラーニングコモンズ（LC）の在り方（共通理解のために）（案） 

資料２ ラーニングコモンズチェックリスト 

（１） LC の基本構成 

（２） LC の深化の方向性 

（３） LC 整備セルフチェックリスト（概要記述） 

（４） LC 整備セルフチェックリスト（詳細記述） 
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はじめに 

 ラーニングコモンズ（以下、LC）は、ここ数年で国公私立の設置種別を超えて拡大し、今 

や大学図書館の学生支援を特徴づける大きな潮流となりつつある。国立大学においてもほとん 

どの大学が、何らかの形で LCを設置しており、大学図書館のサービスを考える上で無視でき 

ない潮流となっている。 

 本稿は、このような状況を踏まえて、LCによる図書館サービスの今後について緩やかな共 

通理解を醸成することを目的として、LCの在り方について提案を行うものである。 

もとより、LCの設置形態や LCを活用して行われるサービスは各大学がそれぞれの多様な 

環境や教育に応じて想像力を発揮して自由に決定し、利用者のニーズに対応しつつ、可能な限 

り柔軟に運用を行うものである。しかし、わが国の LCの導入事情に見られるように、識者や 

図書館関係者による報告や指摘、事例報告などを除いて、LCを巡って本質的な議論が行われ、 

LCに関する理解が共有されているとは言い難い。 

 この提案が、LCによる図書館の学習支援の在り方、さらには大学図書館のサービス理念が

どのような方向を目指すべきか、その議論の一助となれば幸いである。 

 

１． 前提 

  大学図書館は、大学の一組織として、その使命、すなわち教育、研究、社会貢献の３つの活 

動に貢献することが求められている。LCは、大学教育の充実に資するための活動の１つであ 

り、その実現にあたっては、経営層や教育担当部署などとの学内合意形成が欠かせない。こう 
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した認識に立ちつつ、本稿では、大学図書館が主体となって提供する新たな教育・学習支援サ 

ービスiの１つとして、LCの在り方を提案する。 

 

２． LCとは何か 

LC とは、学習者中心（Learner-Centered）の新たな教育方法（Pedagogy）の広がりと

要請iiを踏まえて、授業時間以外に学生が行う自学自習や協同学習（授業に関連した学習及

び授業に関連しない学習の両方を含む）など様々な学習形態へ適応するために大学図書館

等が提供する学習環境（施設、設備及び情報・コンテンツ）と、この学習環境の活用を通

して学生の主体的な「学び」を促す仕組み（人的支援）の総体を指す。 

 

３． LCの目的 

 各大学の教育目的を実現するため、経営層や教育担当部署との認識共有及び連携を通じ

て、学習者中心の教育の不可欠な構成要素となることにより、主体的な「学び」を理解し、

自立した学習活動を行う学生を養成することである。 

 

４． 自立的な学習（主体的な「学び」）のために必要な学生のスキル 

 以下の４つのスキルは、いわゆる 21世紀型のスキルiiiに概ね対応する（脚注参照）。 

（１） 学士力を構成する不可欠の能力 

① 情報リテラシーiv 

授業外の学習において、自立的に情報ニーズ（課題）を把握し、情報を探索・収集・

分析・評価し、新たな知識として総合するまでの一貫した能力。 

② アカデミックスキルv 

学生が学士として必要な知識体系を習得するために、特に初年時教育において習得

が必須の、情報リテラシーを核とする共通スキル。 

（２） コミュニケーション能力・コミュニティ形成能力 

学習者中心の教育の主要な手法であるアクティブ・ラーニングの実践に必須のソー

シャル・スキル。 

（３） その他 

大学生活全般において学生の習得が臨まれる多種多様なソーシャル・スキル。各大

学の教育目的や学習・生活環境に応じて多様なスキルがあり得る。 

 

５． LCで想定される代表的な学習活動及び学習支援vi 

（１） 情報機器や電子的なリソース、図書館資料等を利用した自学自習活動 

（２） 協同学習やグループ学習による新たな形式の「学び」 

（３） 自主的なコミュニティ活動 

（４） 情報リテラシー及びアカデミックスキルの養成（教職員や学生等による支援活動） 



（５） その他 

 

６． LCを構成する要素vii 

 ４の各能力の養成と５の諸活動の促進のため、LCは以下の３つの要素から構成される。 

６－１．物理的リソースとしての LC 

   場所としての LC。学習者中心の教育と連携（関連）した方針に基づき、多様な学習活動 

  を保障する一連の施設と設備。LCとして想定される建物あるいはフロアー、各種能力を習 

  得するために必要な ICT関連の諸設備、協同学習や討議・プレゼンテーション等を可能に 

  するフロアーや設備・什器類、その他の物理的環境。 

６－２．アカデミックリソースとしてのアカデミックリソースとしてのアカデミックリソースとしてのアカデミックリソースとしての LC 

情報リテラシー及びアカデミックスキルを養成・習得し、学習活動の核となる情報の探 

索、収集、分析、評価及び組織化に必要なリソース群。 

電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌、蔵書目録、文献情報データベースやディスカバリー・ 

サービス、電子的教材、各種ソフトウェア・ツール、そのほかのインターネット上の電子リ 

ソース等の総体から成る。 

６－３．人的リソースとしての人的リソースとしての人的リソースとしての人的リソースとしての LC 

自立した学習活動を可能にするため、授業との連携（関連）を含む学習活動の全体 

の文脈の中で、学生を支援する各種の人的サポート。情報リテラシー関連講習、ICT 

サポート、レファレンスや図書館ガイダンス、ライティング支援、論文執筆支援、各 

種自主的活動のサポートなど多様な学習サポートを包括する。広義には大学生活で習 

得が必要とされる多種多様なスキルのための人的サポートを含む。 

＜＜＜＜LCの３つの構成要素＞の３つの構成要素＞の３つの構成要素＞の３つの構成要素＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．LCを整備する建物（場所）及び組織の単位 

LCは 6に述べた 3つの要素から構成され、授業外において自学自習を可能にする諸機能

を一括して提供する。 

１．物理的なＬＣ１．物理的なＬＣ１．物理的なＬＣ１．物理的なＬＣ 

図書館の 1フロアー 

LC 専用の建物 

PC群，ネットワーク，その他の ICＴ資源，

什器類，共同学習空間，カフェ，その他 

２２２２．アカデミックリソースとしてのＬＣ．アカデミックリソースとしてのＬＣ．アカデミックリソースとしてのＬＣ．アカデミックリソースとしてのＬＣ 

ソフトウエア群、電子リソース、電子教材 

図書館資料、電子的ツール、その他 

３．人的リソースとしてのＬＣ３．人的リソースとしてのＬＣ３．人的リソースとしてのＬＣ３．人的リソースとしてのＬＣ 

ICＴサポート、ライティング支援 

情報リテラシー授業、レファレンス、その他 

ワンストップサービスワンストップサービスワンストップサービスワンストップサービス 



いはフロアー

は、

スキル

大学の全構成員の

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

人的・物理的資源を提供する必要がある。

機能的にワンストップ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．LC

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

合、物理的リソースとしての

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等

学生にとって、もっとも使いやすくかつシンプルな

いはフロアー

は、最適な LC

図書館は、電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌をはじめ、

スキルの育成に必須の学術情報資源へのアクセスを提供でき

大学の全構成員の

一方、学生の

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

人的・物理的資源を提供する必要がある。

機能的にワンストップ

  

＊連携組織対象は

 ＊１つの施設（

アー）が連携してサービスを提供

LCの拡張と進化

LCは固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

LC の拡張にあたっては、いくつかの方向が考えられる。たとえば、

合、物理的リソースとしての

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

b. 教務（学生）部教務（学生）部教務（学生）部教務（学生）部

大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等

授業との連携

c. 情報基盤センター等情報基盤センター等情報基盤センター等情報基盤センター等

物理的・人的リソース

学生にとって、もっとも使いやすくかつシンプルな

いはフロアー）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

LC設置場所

図書館は、電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌をはじめ、

の育成に必須の学術情報資源へのアクセスを提供でき

大学の全構成員の共有施設

学生の多様なニーズに対応する

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

人的・物理的資源を提供する必要がある。

機能的にワンストップサービスを提供すること

＊連携組織対象は LC

＊１つの施設（あるいは

アー）が連携してサービスを提供

の拡張と進化 

は固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

の拡張にあたっては、いくつかの方向が考えられる。たとえば、

合、物理的リソースとしての

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

教務（学生）部教務（学生）部教務（学生）部教務（学生）部 

大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等

授業との連携 人的リソース

情報基盤センター等情報基盤センター等情報基盤センター等情報基盤センター等

物理的・人的リソース

学生にとって、もっとも使いやすくかつシンプルな

）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

を大学図書館とする

図書館は、電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌をはじめ、

の育成に必須の学術情報資源へのアクセスを提供でき

施設であることからも、

ニーズに対応する

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

人的・物理的資源を提供する必要がある。

サービスを提供すること

＜＜＜＜LCの構成に関する考え方＞の構成に関する考え方＞の構成に関する考え方＞の構成に関する考え方＞

LCのサービス内容により拡大（

あるいはフロアー）で提供できない場合は、複数の施設（

アー）が連携してサービスを提供

は固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

の拡張にあたっては、いくつかの方向が考えられる。たとえば、

合、物理的リソースとしての LCが先行されるのが一般的であるが、それをいかに学習と結

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

 

大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等大学教育センター・就職支援室等 

人的リソース 

情報基盤センター等情報基盤センター等情報基盤センター等情報基盤センター等 

物理的・人的リソース 

  

  

学生にとって、もっとも使いやすくかつシンプルな

）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

を大学図書館とする。 

図書館は、電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌をはじめ、

の育成に必須の学術情報資源へのアクセスを提供でき

であることからも、LC

ニーズに対応するワンストップサービスを実現するためには、図書

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

人的・物理的資源を提供する必要がある。この場合、

サービスを提供することもあり得る。
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のサービス内容により拡大（

フロアー）で提供できない場合は、複数の施設（

アー）が連携してサービスを提供 

は固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

の拡張にあたっては、いくつかの方向が考えられる。たとえば、

が先行されるのが一般的であるが、それをいかに学習と結

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

d 

LC

  図書館等の既存施設内

  物理的リソース

学生にとって、もっとも使いやすくかつシンプルな LCは、一つの物理的単位（建物ある

）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

 

図書館は、電子媒体及び紙媒体の図書や雑誌をはじめ、情報リテラシー・アカデミック

の育成に必須の学術情報資源へのアクセスを提供でき

LCの設置、運営に適した場である

ワンストップサービスを実現するためには、図書

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

この場合、複数の施設（フロアー

もあり得る。 

の構成に関する考え方＞の構成に関する考え方＞の構成に関する考え方＞の構成に関する考え方＞ 

のサービス内容により拡大（abc→

フロアー）で提供できない場合は、複数の施設（

は固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

の拡張にあたっては、いくつかの方向が考えられる。たとえば、

が先行されるのが一般的であるが、それをいかに学習と結

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

e 

LC 

図書館等の既存施設内

物理的リソース 

は、一つの物理的単位（建物ある

）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

情報リテラシー・アカデミック

の育成に必須の学術情報資源へのアクセスを提供できる場であることはもちろん、

の設置、運営に適した場である

ワンストップサービスを実現するためには、図書

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

生センターなどの学習支援部署、教員の教育活動を支援する FD 担当部署、コンピュータ

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

複数の施設（フロアー

 

→def・・・）

フロアー）で提供できない場合は、複数の施設（

は固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。

の拡張にあたっては、いくつかの方向が考えられる。たとえば、LC

が先行されるのが一般的であるが、それをいかに学習と結

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

     

アカデミックリソース
図書館等の既存施設内  

は、一つの物理的単位（建物ある

）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

情報リテラシー・アカデミック

る場であることはもちろん、

の設置、運営に適した場である。 

ワンストップサービスを実現するためには、図書

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

担当部署、コンピュータ

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、

複数の施設（フロアー）が連携して

・・・） 

フロアー）で提供できない場合は、複数の施設（あるいは

は固定したものではなく、教育と学習者のニーズに応じて、拡張と進化がありえるた

め、サービスや施設・設備の提供において十分にフレキシブルであるべきである。 

LC が導入される場

が先行されるのが一般的であるが、それをいかに学習と結

びつけるかが大きな課題となる。図書館員による情報リテラシー教育はもちろん、学習支

     f 

a. 図書館図書館図書館図書館 

アカデミックリソース

人的リソース

は、一つの物理的単位（建物ある

）に設置され、ワンストップで全サービスが提供されることである。本稿で

情報リテラシー・アカデミック

る場であることはもちろん、

 

ワンストップサービスを実現するためには、図書

館が用意できる学習資源だけでは不十分である。教務部、ライティング・センター、留学

担当部署、コンピュータ

資源を提供する情報センター、そして教育を担当する教員など、学内の他部署と連携し、
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援部署、FD担当部署、情報センター、そして教員など、教育（授業）との関連づけを図る

ため、学内の担当部署との連携は必須である。 

これらの連携は、LCの設置段階で実現されることもあり得るし、図書館単独のプロジェ

クトとして設置された LCの拡張・進化として段階を踏まえて実現されることもありうる。  

教育（授業）との関連付けの強化と連携の進捗とともに、LCで提供されるワンストップ

サービスは拡張・深化することが可能になる。 

LCの運営にあたっては、大学教育そのものが変化しつつあることに注意を向ける必要が

ある。教育中心から学習中心へ、教員中心から学生中心へ、知識の伝達から知識の定着・

活用へという今日の大学教育の変化は、授業や学習活動そのものに変化をもたらしている。

反転授業をはじめ、eラーニングの基盤を生かした教育方法も普及することが予想される。 

教育環境の変化に対して、LCはどのような機能を充実させ、学習や教育の支援を図って

いくのかを視野に入れて、拡張と進化を遂げることが必要である。 

LCが利用状況や学習・教育への貢献度を評価するためのエビデンスの収集と分析も欠か

せない。こうしたエビデンスをも基盤にしつつ、拡張及び進化の方向を常に客観的に検証

することが必要である。 

 

９．LCの具体的な構成要素（例示） 

 （１）物理的なリソース 

   ＜フロア―設計＞ 

共同学習スペース  PC利用スペース  グループ学習スペース 

    プレゼンテーションスペース  人的サポートスペース（デスク）  

カフェ（飲食）スペース  リラックススペース  イベントスペース 

   ＜設備等＞ 

    テーブル 椅子 ホワイトボード 電子ボード ソファー  

プレゼンテーション用装置（プロジェクター、専用 PC） 遠隔放送設備 

    PC（据え付け、貸出） ワークステーション プリンター スキャナー 

    ネットワーク（有線、無線） 電源 

 （２）アカデミックリソース 

   ソフトウェア 電子的ツール 電子リソース（電子ジャーナル・ブック、DB等） 

   各種支援資料（マニュアル類、就職関係、留学関係、生活関係、進学関係） 

   ディスカバリー・サービス OPAC 電子教材 図書館資料（印刷体） 

学生ポータルサービス（教務システム＝履修登録、リポート提出、各種連絡） 

 （３）人的リソース 

   ICTサポート 図書館レファレンス 情報リテラシー アカデミックリテラシー 

留学（生）サポート 学生生活サポート 就職サポート 進学サポート  

雇用形態（TA、SA、PA、職員スタッフ、教員） 



 （４）その他 

   LCの方針及びエリアの区切りや用途がわかるサインシステムなど 

 

１０．LCの方針 

  LCは学習者中心の教育方法に基づきながら、所属する機関の教育目的に合わせて個別の目

的を持ちうる。LCは目的とそれに沿った利用について、明示された方針を持つことが望まし

い。方針は以下の項目から構成される。 

（１） LCで期待される活動についての記述。教育目的に沿った記述。 

（２） LCで可能な活動についての記述。より具体的な利用者向けの利用細則。 

（３） 提供される人的サポートについての記述。 

（４） その他 

 

１１．今後の大学図書館サービスについて 

  大学図書館の運営は、学術情報を収集、整理、提供、保存することを目的とする。そして、

学術情報が利用される局面で、学術情報の利用の利便性を、利用者のスキル・知識の面で向上

させることが、特に学生を対象とする利用者サービスの最大の課題の１つである。 

具体的には、印刷資料、電子ジャーナル、データベース、OPAC、ILL、Discovery Service、

図書館資料の電子化、あるいは、機関リポジトリによる研究成果の電子化・発信も含めて、学

術情報を蓄積して利用可能なコンテンツの増加やシステムのユーザーインターフェースの改

善を図ることと共に、利用者ガイダンスや利用者教育、情報リテラシー教育等の直接の人的サ

ービスにより、利用者の情報入手の利便性を向上させることが利用者サービスの目的である。 

  本稿の LCの定義及び目的に従うならば、図書館のサービス目的（の１つ）は、こうした学

術情報の利用サポートというサービス機能の提供（＝支援）を超えて、情報リテラシーやアカ

デミックスキル、コミュニケーション能力という観点から学生の学士力を養成することに一歩

踏み込む（＝教育）viiiことが必要である。 

  実際多くの大学では初年時教育において、図書館（学術情報）の利用ガイダンスを内容とす

る授業を担当しており、教員から依頼されて情報リテラシー授業を出張形式により行うことも

増加している。これらは教育課程において学生に必要と考えられるスキルの養成に図書館が関

与している証左であるが、図書館サービスの今後の展望として、その位置づけをより明確にす

ることが必要である。また、学士力の養成という目的に対しては、情報リテラシーのような従

来から行われている図書館サービスを超えた多様な人的支援もあり得る。 

人的サービスの先にある教育目的を踏まえて、図書館（員）の学生支援を制度化することに

より大学における図書館のミッションを再定義し、これに伴い図書館職員の専門性についても

教育との関連から見直しを行うべきである。こうした改善・改革により、図書館のサービス機

能の刷新が教育改革に歩調を合わせて実現されることが望まれる。 
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（脚注） 
 21世紀型スキルは下記の 4つのカテゴリと 10のスキルから構成される 
 （１）思考の方法  

1.創造性とイノベーション 2.批判的思考、問題解決、意志決定 3.学びの学習 
 （２）働く方法   

4.コミュニケーション   5.ラボレーション（チームワーク） 
 （３）働くためのツール  

6.情報リテラシー ７.ICTリテラシー  
 （４）世界の中で生きる  

8.地域とグローバルのよい市民であること（シチズンシップ） 
    9.人生とキャリア発達  

10.個人の責任と社会的責任（異文化理解と異文化適応能力含む） 
 
   この提案では、「思考の方法」、「働くためのツール」が（１）に、「働く方法」が（２） 

に、「世界の中で生きる」が（３）（４）に概ね対応している。 



（１）LCの基本構成（詳細例示）

2014.12.15　    第１次案 教育学習支援検討特別委員会事例普遍化小委員会

◎設置目的

ＬＣ設置の目的。学生に期待

する自立的活動（＝教育目

的）を明記。

◎共同学習スペース

共同学習、アクティブ・ラーニ

ングを可能にするスペース

◎可動式テーブル　　椅子

学習のスタイルに応じてセット

が可能な可動式のテーブルと

椅子

◎各種ソフトウエア

◎各種電子的ツール

MSオフィスやその他の汎用ソ

フトウエアなど

◎ICTサポート PC等の利用支援

◎運営方針

ＬＣの運営方針。学生が可能

な活動形態を明記。

◎PC利用スペース

○PC共同利用スペース

PCを使って作業をする、ある

いはPCを使って議論しながら

作業するスペース

◎ホワイトボード

○電子ボード

共同学習において、利用可能

なボード

◎電子リソース（電子ジャーナ

ル、電子ブック、DB等）

図書館が提供する電子的資

料

◎レファレンス

＊バーチャルレファレンス

図書館による参考業務

メール等を使った遠隔参考業

務

◎設置組織 ＬＣの設置主体。複数もあり。 ○グループ学習スペース

ゼミなど特定の目的を持った

グループが閉じて共同学習出

来るスペース

＊ソファー　 リラックス可能なソファー ○各種マニュアル類

PCやソフトウエア、その他の

電子資源を利用するためのマ

ニュアル

○情報リテラシー

○各種ガイダンス

図書館による情報リテラシー

授業や多様な資料等利用ガイ

ダンス等

○連携組織

ＬＣによる学生支援の連携組

織。複数可能。

◎人的サポートスペース

LCの利用者に対する人的サ

ポートのスペースないしはポ

イントあるいはデスク

◎電源及びネットワーク（有

線、無線）

PC等の電子的機器に対応す

るインフラ

○各種支援資料（アカデミック

スキル関係）

論文（レポート）の書き方や引

用の仕方などアカデミックスキ

ルの解説書など

○アカデミックリテラシー（ライ

ティング支援、論文執筆支援

等）

図書館その他の組織、TA等

によるアカデミックリテラシー

支援

◎運用組織（スタッフ）

ＬＣ及び学生支援を担うスタッ

フ組織。

○プレゼンテーションスペース

プレゼンテーションを投影して学習し

たり、プレゼンテーションの練習等を

行うスペース。情報リテラシー授業も

行える。

◎PC（備え付け）

○PC（貸出）

○iPad等

PCやタブレット等の機器

自学自修、リテラシー教育等

を可能にする

＊各種支援資料（留学、留学

生、就職、進学）

留学希望者や留学生、就職

や進学に役に立つ情報源

＊就職支援

＊進学支援

＊キャリア支援

就職、進学等に関する人的支

援やイベント等

◎利用者のフィードバック

設置時及びPDCAサイクルの

ための利用者のニーズ把握。

○イベントスペース

学習会や発表会、ポスターセッショ

ン、サイエンスカフェ、サークルの発

表会など自主的なイベントを行うス

ペース

＊ワークステーション

高度な作業を可能にするハイ

エンドワークステーション等

◎ディスカバリーサービス、

OPAC、リゾルバ

図書館が提供する電子的

ポータル

＊生活相談 学生生活に関する人的支援

○評価と見直しのサイクル

利用者の評価を踏まえた見直し

の方針を明示。

○リラックススペース

授業外の自学自修による長

期滞在を可能にするくつろぎ

のスペース

◎プリンター

作成した電子的素材を出力す

るプリンター

＊電子教材（LMS)

インターネット等を通して提供

されるLMSや電子教材

＊グローバル化支援

＊留学生支援

＊留学支援

留学生や留学希望者に対す

る人的支援

○将来像（深化と拡大）

学習者中心の教育の一環と

なるための深化と拡大に対す

るフレキシビリティ（方針）の明

示。

○カフェ（飲食）スペース

同上の目的を可能にするカ

フェないしは飲食が可能なス

ペース

○プレゼンテーション設備（プ

ロジェクター、専用PC等）

プレゼンテーションスペースや共同

学習スペースにおいて、電子的素材

を投影するための設備。情報リテラ

シー授業にも活用可能。

＊学生向けポータルサービス

（学務システム）

学生の履修登録やレポート提

出、授業関連の情報を提供す

るポータルサービス

＊各種自主活動支援 学生の自主的活動の誘致

◎整備の概要 全体概要の記述 ◎サインシステム

LCのフロアデザインの意図等

を明示する

＊テレビ会議システム

＊遠隔放送設備（ustreamな

ど）

遠隔会議関連設備及びイベン

ト等を送信するための設備

◎LC整備のセルフチェック

LCの実現度のセルフチェック

（LC全体の構成中の実現度）

＊このリストはＬＣが必要と現状で考えられる要素を網羅したもので、最低基準や標準を示すものではない。ＬＣは固定したものではなく、組織目的や時代環境、利用者ニーズなどに応じて自由に変更ができるものである。

＊このリストはＬＣが必要と現状で考えられる要素を網羅したもので、最低基準や標準を示すものではない。ＬＣは固定したものではなく、組織目的や時代環境、利用者ニーズなどに応じて自由に変更ができるものである。＊このリストはＬＣが必要と現状で考えられる要素を網羅したもので、最低基準や標準を示すものではない。ＬＣは固定したものではなく、組織目的や時代環境、利用者ニーズなどに応じて自由に変更ができるものである。

＊このリストはＬＣが必要と現状で考えられる要素を網羅したもので、最低基準や標準を示すものではない。ＬＣは固定したものではなく、組織目的や時代環境、利用者ニーズなどに応じて自由に変更ができるものである。

＊ただし、ＬＣの本質的から、構成要素は、◎（必須）、○（望ましい）、＊（ＬＣの設置目的による）の３つに分類した。

＊ただし、ＬＣの本質的から、構成要素は、◎（必須）、○（望ましい）、＊（ＬＣの設置目的による）の３つに分類した。＊ただし、ＬＣの本質的から、構成要素は、◎（必須）、○（望ましい）、＊（ＬＣの設置目的による）の３つに分類した。

＊ただし、ＬＣの本質的から、構成要素は、◎（必須）、○（望ましい）、＊（ＬＣの設置目的による）の３つに分類した。

（１）組織及び運営、点検評価 （２）物理的リソース（フロアデザイン） （３）物理的リソース（電算資源、什器等） （４）アカデミックリソース（電子資源、コンテンツ） （５）人的リソース（学生、教員、職員）

拡　　　　　張 拡　　　　　張 拡　　　　　張 拡　　　　　張

04）資料2



（２）LCの深化の方向性 2014.12.15 第1次案 教育学習支援検討特別委員会事例普遍化小委員会

ＬＣ深化・進化・拡大の方

向

A.運営上の指標（例） B.物理的指標（例）
C.リソース上の指標

（例）
D.人的指標（例） 解説

1111 ファーストステップファーストステップファーストステップファーストステップ
図書館によるＬＣポリシー策

定

協同学習・グループ学習に必

要なスペース整備

（既存の図書館資料等）

従来型の図書館スタッフによ

るレファレンス及びガイダンス

新たな教育ニーズへの図書

新たな教育ニーズへの図書新たな教育ニーズへの図書

新たな教育ニーズへの図書

館の対応

館の対応館の対応

館の対応

図書館単独の整備図書館単独の整備図書館単独の整備図書館単独の整備 組織及び運営に関する事項整備

協同学習・グループ学習に必

要な可動式の什器類の整備

図書館に協同学習スペース等を

付加し、LCの運用方針を立てる

静粛空間ではない利用環境の整

備

2222 セカンドステップセカンドステップセカンドステップセカンドステップ
サービス多様化に応じた利

用規則等の改訂

ＰＣ等情報機器の導入・設置

（図書館主体）

図書館ポータルシステム LC内で情報リテラシー教育

共同学習空間以外の多様な

共同学習空間以外の多様な共同学習空間以外の多様な

共同学習空間以外の多様な

ニーズへの対応

ニーズへの対応ニーズへの対応

ニーズへの対応

単独の整備の深化単独の整備の深化単独の整備の深化単独の整備の深化 PC利用規程整備

各種電子リソース

TAやSAによる学習支援及び

PCサポート

情報利用環境の整備

学生・院生雇用規則の改定（制

定）

リラックススペース及び飲食

スペースの設置

プレゼンテーション用ソフト

学生の多様なニーズに対応

する支援やイベントの開催等

情報リテラシー及びアクティブ

ラーニングへの人的支援の拡大

プレゼンテーションスペース

及び関連機器の導入・設置

学生の自主的活動の推進

組織及び運営に関する事項改訂 長時間滞在可能な環境の整備

3333 サードステップサードステップサードステップサードステップ 他組織との実質的な連携

ＰＣ等設置（基盤センター連

携）

学習ソフトウエア ＰＣサポート（基盤センター）

他組織との連携による教育

他組織との連携による教育他組織との連携による教育

他組織との連携による教育

目的の推進

目的の推進目的の推進

目的の推進

他組織との連携他組織との連携他組織との連携他組織との連携 PC利用に関する連携協定

統一認証システム

アカデミック・リテラシー等の

多様な人的支援

全学ＰＣの配置と連携を基礎にし

た人的サポート

成文化されない任意の連携

アカデミックスキル図書

初年時教育担当組織・教員等と

の連携

組織及び運営に関する事項改訂

PCマニュアル

アカデミックスキル養成（ライティ

ングセミナー等）のイベント等開

催

4444 LCの最終的なゴールLCの最終的なゴールLCの最終的なゴールLCの最終的なゴール 学生ポータルシステム

ライティング支援（大学教育

センター等）

学内組織との連携の制度

学内組織との連携の制度学内組織との連携の制度

学内組織との連携の制度

化

化化

化

教育の一環となる教育の一環となる教育の一環となる教育の一環となる 電子教材作成システム 課題解決型授業連携

ライティングセンター（アカデミック

スキル）を関連組織と連携して設

置

教育関連組織や教育関連委員会

との連携協定等

LMSの導入　電子教材の利

用

学務部や授業担当教員との連携

による授業補完体制整備

組織及び運営に関する事項改訂

教育（授業等）に不可欠な制

度、システムやコンテンツの

導入

＊１～４の各段階は深化の方向性を表現する。＊１～４の各段階は深化の方向性を表現する。＊１～４の各段階は深化の方向性を表現する。＊１～４の各段階は深化の方向性を表現する。
＊各指標の記述は例示であり、実際には各大学で個別的な記載を行う。＊各指標の記述は例示であり、実際には各大学で個別的な記載を行う。＊各指標の記述は例示であり、実際には各大学で個別的な記載を行う。＊各指標の記述は例示であり、実際には各大学で個別的な記載を行う。
＊解説の黒字は各段階に対する考え方を解説したものである。この解説についても、各大学で個別的な記載（カスタマイズ）が可能である。＊解説の黒字は各段階に対する考え方を解説したものである。この解説についても、各大学で個別的な記載（カスタマイズ）が可能である。＊解説の黒字は各段階に対する考え方を解説したものである。この解説についても、各大学で個別的な記載（カスタマイズ）が可能である。＊解説の黒字は各段階に対する考え方を解説したものである。この解説についても、各大学で個別的な記載（カスタマイズ）が可能である。
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組織及び運営に関

する事項

1111 設置目的

2222 運営方針

3333 設置組織

4444 運営組織

連携組織

5555
運営組織（スタッ

フ）

6666
利用者のフィード

バック

7777 評価と見直し

8888 将来像

9999 整備の概要

10101010
LC整備のセルフ

チェック

（３）LC整備セルフチェック（概要記述）

附属図書館内の参考図書・雑誌コーナー（静粛エリアを廃止）を模様替えして、LCを設

置。LCには可動式テーブル、チェアー、ホワイトボード、プレゼンテーション設備、全学Ｐ

Ｃ（３０台）を導入。会話及びペットボトル持ち込みを可能とする方針採用。全学PC及び学

修支援（レファレンスを含むアカデミックスキル全般をカバー）のために、大学院生を雇

用。設置については、図書館委員会による承認を得た。TA雇用については、財務担当理

事・情報基盤センター長からの理解を得た。

（１）設置時にアンケートによるニーズ調査

（２）設置後、１年間隔で、インタビュー及びアンケートによる定点調査

３年間のフィードバックを踏まえて評価を行い、評価に基づき見直し

＊初年時のユーザフィードバック→飲食範囲の拡大とスペースの設置への要望

が多い

＊大きな変更でない場合、１年単位で見直すべきとの意見があり

（記　入　例）

（記　入　例）（記　入　例）

（記　入　例） 記　　入

（１）初年時学生の情報リテラシー能力養成の機会及び電子的学修環境を提供

すること。

（２）学部学生のアクティブラーニング（新しい学びの方法）を支援・誘発するこ

と。

（１）討議、プレゼンテーション、共同学習などの小グループでの自学自修を可能とする

（２）ICTによる電子的環境の利用と利用スキルの養成・自学自修を可能とする

（３）電子的リソースを使った調査、授業用の資料作成を可能とする

（４）上記３つを援助する人的サポートの利用を可能とする

（５）ペットボトルによる飲料持ち込みを可能とする

附属図書館及び情報基盤センター

プロジェクト責任者　情報サービス課長

現状では、フェーズの１、２、３の基本的な整備を行ったと自己評価。自己評価及び将来

像に基づき、さらに大学全体の教育目的への貢献度を高めるべきであり、フェーズ２，３

に該当する活動を多様化する予定。

４に関しては学生部や教員との連携の難しさがあり、理想のゴールとして認識は持ち続

けたい。

附属図書館

設置責任者　附属図書館長

設置当初は、全学PC設置によるインターネット等利用環境の整備と共同学習等への対

応を第一義として、図書館が主体で基盤センターと連携した。親機関（大学）がスーパー

グローバルA（文部科学省）実施校に指定されたため、特に留学（生）サービスの強化と

多言語環境（人的支援、アカデミックリソース）を整備していく中期的な展望を描いてい

る。

附属図書館情報サービス課情報サービス係・レファレンス係

附属図書館雇用TA（大学院生）

情報基盤センター学生利用係

情報基盤センター派遣スタッフ（大学院生）
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ＬＣ深化・進化・拡大の方

向

A.運営上の指標 B.物理的指標 C.リソース上の指標 D.人的指標 解説解説解説解説

1111 ファーストステップ
新たな教育ニーズへの図書

新たな教育ニーズへの図書新たな教育ニーズへの図書

新たな教育ニーズへの図書

館の独自対応

館の独自対応館の独自対応

館の独自対応

図書館単独の整備図書館単独の整備図書館単独の整備図書館単独の整備 1-A 1-B 1-C 1-D

2222 セカンドステップ
共同学習空間以外の多様な

共同学習空間以外の多様な共同学習空間以外の多様な

共同学習空間以外の多様な

ニーズへの柔軟な対応

ニーズへの柔軟な対応ニーズへの柔軟な対応

ニーズへの柔軟な対応

単独の整備の深化単独の整備の深化単独の整備の深化単独の整備の深化 2-A 2-B 2-C 2-D

3333 サードステップ
他組織との連携による教育

他組織との連携による教育他組織との連携による教育

他組織との連携による教育

目的の推進

目的の推進目的の推進

目的の推進

他組織との連携他組織との連携他組織との連携他組織との連携 3-A 3-B 3-C 3-D

4444 LCの最終的なゴール
学内組織との連携の制度

学内組織との連携の制度学内組織との連携の制度

学内組織との連携の制度

化

化化

化

教育の一環となる教育の一環となる教育の一環となる教育の一環となる 4-A 4-B 4-C 4-D


